



































































































 主な研究成績は次の様なものである。  '
ヤ
 1.まず,大腸腺腫の構築が基本的には陰窩の嚢状の大型化であることを明らかにした。腺管腺
 腫から腺管絨毛腺腫,さらに絨毛腺腫と構造が複雑化するに伴い二次元の組織切片では構築の把
 握が困難になるが,これは拡大した陰窩が三次元的packingにより褶曲を生じて行く過程に相当
 しており,この間,構築は布くまで同一の原則に立つことを明らかにしている。この点は従来の
 研究者が等しく理解に苦しんだところで,著者の研究により大腸腺腫の形態形成を単一の過程と
 して見通せる様になった。
 2.また,同一直径の腺腫であれば表面積は絨毛腺腫において最大であることを示している。上
 皮面の広さは腺性腫瘍においては直径・体積などよりは厳密な成長の示標とみなし得るものであ
 るから,この結果は絨毛腺腫での高頻度の癌発生との関連で注目される。
 3.腺腫と腺癌の間にみられる一定の構造上の差異を明らかにしている。高分化型腺癌では内腔
 が同一の胞巣内で分岐構造を示す点が胃の腺癌などには見られない特徴であり,しかし大腸でも
 低分化型腺癌に向うに従い腺癌r般の特徴である多孔質構造に移行することを証明している。こ
 の結果は,ともすれば困難な組織標本上での大腸腺腫・腺癌の診断に判断の根拠を与えるもので
 ある。
 4.大腸腺腫では腺管の間に吻合はほとんど発生せず,胃の腺腫(異形上皮巣)が豊富な吻合形
 成によりネットワーク化するのとは対照的であることを証明した。大腸腺腫の構築が陰窩の大型
 化と褶曲構造を特徴とするのはこの性質によると考え,腫瘍構造の臓器差に一つの説明を試みている。
 5.三次元再構成にはコンピューター画像処理を援用しており,この研究によってその応用の可
ボ
 能性が著しく拡張された。今後この方法を形態学研究に採りいれる上で貴重な経験となるものと
 思われる。
 以上を考慮した結果,本研究は学位授与に価する内容のものと判断された。
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